
ゴールデンウイークなどの長期休み明けに増加する不登校。学校以外にも多様な
学びの場で支援を行っている、本市の取り組みについてご紹介します。
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広がる多様な学びの場
―塩尻市の不登校支援―

相談できる専門職や支援員ってどんな人？

増
加
す
る
不
登
校
の
子
ど
も

　
近
年
、
全
国
的
に
不
登
校
の
子
ど

も
が
増
え
て
お
り
、
本
市
で
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
は
「
学
校
に
行

き
た
く
な
い
」
と
言
い
始
め
る
子
ど

も
が
多
く
な
る
時
期
。
新
し
い
環
境

に
慣
れ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
た
緊
張

が
解
け
て
、
体
調
を
崩
す
子
ど
も
も

い
ま
す
。

　
不
登
校
は
ど
の
子
ど
も
に
も
起
こ

り
得
る
こ
と
で
、
そ
の
要
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
子
ど
も
の
発
す
る
小
さ

な
S
O
S
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
家
庭
だ
け
で
な
く
学
校

や
行
政
、
民
間
施
設
、
地
域
な
ど
が

連
携
し
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

ま
ず
は
周
り
に
相
談
を

　
子
ど
も
が
「
学
校
に
行
き
た
く
な

い
」
と
言
い
始
め
た
ら
、
ま
ず
は
周

り
に
い
る
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
担
任
を
は
じ
め

関
係
す
る
教
職
員
や
関
係
機
関
が
、

連
携
し
て
支
援
し
ま
す
。
な
お
、
担

任
に
相
談
し
づ
ら
い
場
合
は
、
養
護

教
諭
や
教
科
担
任
な
ど
、
話
し
や
す

い
先
生
に
も
相
談
で
き
ま
す
。
学
校

に
相
談
し
づ
ら
い
場
合
は
、
市
教
育

気がかりな言動チェックリスト気がかりな言動チェックリスト
□ 起床や就寝時刻が不規則になる
□ 朝になると、体調不良を訴える
□ 食欲がなくなり、笑顔が少なくなる
□ 理由もなく腹を立てる、言葉遣いが荒くなる
□ ふさぎ込んだり、時には泣いたりする
□ 人との関わりを避ける
□ 学校での出来事を話さなくなる
一つでも当てはまったら、まずはお気軽に市教育支
援センターへご相談ください。

＼小さなSOS見逃していませんか？／

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
子
と
親

の
心
の
支
援
員
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支

援
員
な
ど
の
専
門
職
や
支
援
員
が
対

応
し
ま
す
。

広
が
る
多
様
な
学
び
の
場

　
学
校
で
は
、
他
人
の
視
線
が
気
に

な
る
子
ど
も
の
座
席
を
一
番
後
ろ
に

し
た
り
、
子
ど
も
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
二
時
間
目
か
ら
登
校
で
き
る
よ

う
配
慮
し
た
り
す
る
な
ど
、
学
校
生

活
に
不
安
が
あ
る
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
教
室
で
生
活

す
る
の
が
苦
手
な
子
ど
も
は
、
保
健

室
や
相
談
室
、
図
書
館
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
な
ど
、
教
室
以

外
の
居
場
所
で
過
ご
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
一
方
、
近
年
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
の
増
加
に
よ
り
、
学
校
以
外
で
の

学
び
の
場
の
必
要
性
も
増
し
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
社
会
的
な
自
立
に
つ
な
が

る
支
援
を
行
う
た
め
に
、
市
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
多
様

な
学
び
の
場
の
確
保
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
受
け

ら
れ
る
支
援
や
、
本
市
の
教
育
支
援

室
「
高
ボ
ッ
チ
教
室
」
や
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ル
ー
ム
」
な
ど
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　児童や生徒が抱えるさま
ざまな課題に対して助言な
どを行います。

スクールカウンセラー

　家庭訪問や登校支援など、
必要な人に必要な支援を届
けます。

アウトリーチ支援員

　児童や生徒が置かれた環
境への働き掛けや、支援機関
との関係づくりを行います。

スクールソーシャルワーカー

　面談などで継続的に関わ
りながら、社会的自立に向
けて共に考え、行動します。

子と親の心の支援員
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塩尻市フリースクール
利用児童生徒支援補助金

■対象　市内在住で認定フリースクー
　ルに通所する子どもの保護者
■交付要件
　○原則週１回以上通所していること
　○児童生徒の支援について、通所する
　　認定施設と在籍校が連携すること
■補助額　上限３万円／月
※申請方法などの詳細は、市教育支援
センターへお問い合わせください。

　増加する不登校児童生徒の多様な学びの場の確保・充実を図るため、
県では、「信州型フリースクール認証制度」を６年度から始めました。
これは、一定の基準を満たすフリースクールなどの民間施設を認証す
る制度です。これまでに県内３７カ所が認定されており、市内にある民

間施設なども認証取得に向けて動き
始めました。市教育支援センターが
中心となって、利用を希望する子ど
もたちの橋渡しをしています。
　また、認定フリースクールに通う
場合、施設の利用料が必要になるこ
とから、ご家庭の負担を軽減するた
めに市独自で補助を行っています。

Instagram始めました！
　市教育支援センターのイン
スタグラムを始めました。
　高ボッチ教室やチャレンジ
ルームの取り組み、不登校の
子どもを持つ保護者向けの情
報を発信しますので、ぜひご
覧ください。

　高ボッチ教室高ボッチ教室は、学校以外の場所で学びたい子ども
たちのために、自分でやりたいことを自分で選択しなが
ら自分で決めていくことで、将来の社会的な自立に向け
た生きる力を育むことを目的とした市の教育支援室です。
教室の場所は小学生が塩尻総合文化センター１階で、中
学生が塩尻西小学校敷地内にあります。
　温かな雰囲気の中で、安心して過ごせる環境づくりを
目指して、一人ひとりに寄り添っています。

認定フリースクールの利用料補助を開始

高ボッチ教室ってどんなところ？

おいでよデルタルーム（eスポーツ）

ネイル講座 理科講座

　チャレンジルームチャレンジルームは、高ボッチ教室に通っていなく
ても、誰でも参加できる体験型の学習支援室です。学校
に行くことができていない子どもの「最初の一歩」を支
援している場所でもあります。場所は塩尻西小学校４階
です。
　eスポーツや理科実験、ネイル、トランポリン、ダン
スなど、子どもが自分の意志で「参加したい」と思える
ような体験講座を定期的に開催しています。

保護者の声

　初めは人が集まる場所などが苦
手なようでした。ですが、今では
チャレンジルームに参加する日が
近づくと、ウキウキした様子で準
備しています。子どもが自分の居
場所を見つけられたようで、安心
しました。
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